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(i) 

xxxf   3)( とする。 

2 点 QP, における接線は、いずれも線分 PQと垂直であるから、傾きは等しい。 

2 本の接線の傾きをm とすると mxxf   23)(  
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の条件下で、 mxf  )( となる xは 
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x  これらが QP, の x座標である。 

)(xf は奇関数であるから、 QP, は原点に関して対称な位置にある。(証明終) 

 

(ii) 

0t として、 ),(),,( 33 tttQtttP   とする。 

線分 PQの傾きは 
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 QP, における接線の傾きは  23 t  

これより 1)3)(( 22   tt  0143 2242   tt  ──① 

0t は①の解ではない。 t に関する 4次方程式①が、実数解を持てばよい。 

①は 2t に関する 2次方程式であり、 0143)( 222   XXXf が、正の実数解を持てばよい。 
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),(  の範囲は 3,0 ≧  または 3,0  ≦  ……(答) 
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